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東北メディカル・メガバンク計画の東北メディカル・メガバンク計画の
第４段階が始まりました第４段階が始まりました

　平成24年7月に東日本大震災の復興事業として始
まった当計画は、令和８年4月より計画の第４段階を迎
えました。
　今後も、被災地域の復興はもとより、日本最大級の
一般住民ゲノムコホート・バイオバンクの中核として、
個別化医療・予防等の次世代医療の実現を目指します。

東北メディカル・メガバンク計画
第４段階開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2

地域の皆さまとともに歩む、次世代の
医療づくり／イベント報告・・・・・・・・・・・・・・ P3

研究成果報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4
  「�遺伝的リスク、どう活かす？PARC Studyが
挑む一歩先のアプローチ」

CONTENTS

バイオバンク利活用推進部門スタッフ

遺伝的リスク、どう活かす？ PARC Studyが挑む一歩先のアプローチ

　前号では、生活習慣病の「遺伝的リスク」は変えられない運命ではなく、自分らしく健康を守
るための新しい指標となることをお伝えしました。現在IMMでは、遺伝的リスク情報を実際の
健康づくりに役立てるための調査「PARC Study（パークスタディ）」を進めています。

　PARC Studyは、ゲノム解析により計算した脳梗
塞の遺伝的リスクを参加者にお伝えし、その後の生
活習慣や心理面にどのような変化が生じるかを調べ

る、日本初の大規模
研 究 です。2023年、
岩手県内で働く方を
対象に参加を呼びか
け、2,088名にご参加
いただきました。
　2024年 ～2025年
にかけて、脳梗塞の遺
伝的リスクの結果報告
書を参加者へ郵送で
お届けしました。報告
書には、脳梗塞の症
状や経過についての解
説、リスクに応じた予

防のポイントなどを分かりやすく記載しています。結果
報告書を受け取った後、「食生活を改善したか」「禁煙
に挑戦したか」といった行動の変化や、「過度な不安を
感じていないか」といった心理的な影響、健康状態な
どを、2030年まで継続して調査していきます。なお、
参加者が結果を受けて過度に不安を抱えることのない
よう、遺伝医療の専門医師や認定遺伝カウンセラー
など遺伝の専門家に相談できる体制も整えています。
　岩手県は、脳梗塞を含む脳卒中の死亡率が全国で
も依然として高い地域です。特に日 の々仕事や家事に

追われる働く世代は、高血圧や食生活の乱れなどの
危険因子を抱えやすい一方、健康管理が後回しにな
りがちです。遺伝的リスクは生まれ持った体質ともい
えるもので、「自分はまだ大丈夫」と思っていても隠れ
たリスクがある場合があります。若いうちから自分の
体質を知ることは、効果的な予防を始めるきっかけに
なるかもしれません。
　遺伝情報を健康管理に活かす取り組みは、世界的
にもまだ始まったばかりです。PARC Studyは、遺伝
情報を安全かつ効果的に活用するための貴重な土台
となる研究です。IMMは今後も、お一人おひとりに
合わせた個別化ヘルスケアの実現を目指してまいり
ます。

※ �PARC Study（正式名称「リスク回付コホート調
査」）は、「地域住民コホート調査」とは別に、2023
年から新たに参加者を募集して開始した健康調査で
す。遺伝的リスクの結果報告書は、PARC Study
にご参加いただいた方を対象にお送りしております。

最新科学研究

執筆：IMM 個別化ヘルスケア推進部門　
　　　吉田 明子（認定遺伝カウンセラー）
監修：同上　部門長　鈴森 伸宏

図 ��研究参加の呼びかけを行った
場所



　

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画
に
お
け
る
地
域

住
民
コ
ホ
ー
ト
調
査
は
、
平
成
25
～
28
年
度
ま
で
の
一
次

調
査
、
平
成
29
年
度
～
令
和
２
年
度
ま
で
の
詳
細
二
次
調

査
お
よ
び
令
和
３
～
７
年
度
ま
で
の
詳
細
三
次
調
査
が
終

了
し
、令
和
８
年
度
か
ら
詳
細
四
次
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
細
四
次
調
査
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
日
頃
の
健

康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
順
次
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
詳
細
四
次

調
査
の
他
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
健
康
情
報
の
追
跡
調
査
を

継
続
い
た
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
案
内
や
調
査
票
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

継
続
的
な
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
地
域
住
民
コ
ホ
ー
ト
調
査
】

　

地
域
住
民
コ
ホ
ー
ト
調
査
で
は
、
公
的
情
報
の
収
集
、

疾
患
登
録
・
カ
ル
テ
採
録
調
査
な
ど
、
従
来
の
追
跡
調

査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
詳
細
三
次
調
査
の
デ
ー
タ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
疾
患
発
症
デ
ー
タ
の
更
新
な
ど
、
デ
ー

タ
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
コ
ホ
ー
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
対
面
型

調
査
も
実
施
し
ま
す
。
新
規
に
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
調
査
を
追
加
し
、
遺
伝
情
報
と
中
年
期
の
環
境
要
因
の

関
連
を
解
析
し
ま
す
。

　
●
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
調
査
と
は
？

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、「
健
康
」と「
要
介
護
」の
中
間
に
位
置

す
る
状
態
の
こ
と
を
指
し
示
す
言
葉
で
す
。
詳
細
四
次

調
査
で
は
、
問
診（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）と
握
力
、
歩
行
速

度
の
検
査
に
よ
っ
て
判
定
を
行
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
状

態
で
は
、
転
倒
や
感
染
症
な
ど
の
、
さ
さ
い
な
負
荷
よ
っ

て
、
健
康
状
態
の
悪
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
フ
レ
イ
ル
か
ら
要
介
護
状
態
へ
の
移
行

は
決
し
て
一
方
向
で
は
な
く
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
イ
ル
を
改
善
し
て
要
介
護
状
態

を
予
防
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
、「
加
齢
に
関
連
し
た
骨
格
筋
量
お

よ
び
機
能
の
低
下
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル

と
似
た
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
筋
肉
に
焦
点
を

絞
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
詳
細
四
次
調
査
で
は
、
握

力
と
体
組
成
検
査（
両
腕
と
両
脚
の
筋
肉
量
の
測
定
）に

よ
っ
て
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
、
高
齢
者
の
健
康
に
大

き
く
影
響
す
る
重
要
な
課
題
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
多
く
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、
あ
る
一
時
点

の
状
態
を
調
べ
る
研
究（
横
断
研
究
）が
多
く
、「
ど
の
よ

う
な
人
が
将
来
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
な
る
の

か
」を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
あ

ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
中
年
期（
働
き
盛
り
の
年
代
）の
生
活
習
慣
や
健

康
状
態
が
、
将
来
の
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に
は
高

齢
期
の
健
康
状
態
は
、
そ
れ
以
前
の
生
活
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
か
ら
始
ま
る
詳
細
四
次
調
査
で
は
、
こ
れ

ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
調
査
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
新
た
に
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
状
態

を
評
価
す
る
こ
と
で
、
中
年
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る
ま
で

の
変
化
の
過
程
を
詳
し
く
調
べ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
新
た
な
リ
ス
ク
要
因
が
見
つ
か
れ
ば
、
よ
り
早
い
段

階
、
つ
ま
り
中
年
期
か
ら
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
を
防
ぎ
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
長
く
続
け
る
た
め

の
新
し
い
予
防
方
法
の
開
発
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

岩
手
医
科
大

学
い
わ
て
東
北
メ

デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ

バ
ン
ク
機
構（
Ｉ
Ｍ

Ｍ
）は
、
東
北
大

学
と
協
力
し
、
東

日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て「
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン

ク
計
画
」を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
文
部
科
学
省

や
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）の
支
援
の
も
と
、

被
災
地
の
医
療
復
興
に
加
え
て
、
病
気
の
予
防
や
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
先
進
的
な
医
療（
個
別
化
医
療
）の
実
現
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

私
た
ち
の「
バ
イ
オ
バ
ン
ク
利
活
用
推
進
部
門
」で
は
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
健
康
調
査
の
結
果
や
、

血
液
・
尿
な
ど
の
大
切
な
生
体
試
料
と
関
連
情
報
を
安
全

に
保
管
し
、
未
来
の
医
学
研
究
に
役
立
て
る
た
め
の
バ
イ
オ

バ
ン
ク（
試
料
と
情
報
の
保
管
庫
）の
運
営
と
利
活
用
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
計
画
は
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

一
歩
ず
つ
あ
ゆ
み
を
進
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
新

し
い
ス
テ
ー
ジ（
第
４
段
階
）に
入
り
ま
し
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み（
第
１
～
第
３
段
階
）

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
健
康
調
査
の
結
果
と
、
お
預

か
り
し
た
試
料
や
情
報
を
保
管
す
る
仕
組
み
づ
く
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
の
研
究
機
関
と
も
連

携
を
深
め
、
皆
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら

調
査
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
で
は
日
本

の
新
し
い
医
療
や
病
気
予
防
を
支
え
る
、
国
内
最
大
級
の

バ
イ
オ
バ
ン
ク
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
目
標（
第
４
段
階
）

　

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
バ
イ
オ
バ
ン
ク
を
、
世
界
的
に
貴

重
な「
ア
ジ
ア
人
の
試
料
と
情
報
の
基
盤
」と
し
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
ま
す
。
国
内
外
の
研
究
者
へ
こ
れ
ら
貴
重
な
試
料
や

情
報
の
存
在
を
積
極
的
に
周
知
し
、
か
つ
適
正
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
病
気
の
原
因
究
明
や
新
し
い
薬
の
開
発
、
予

防
医
療
の
実
現
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
後
も
、
皆
さ
ま
の
健
康
を
末
永
く
見
守
る

長
期
の
調
査
を
大
切
に
続
け
な
が
ら
、
岩
手
県
、
日
本
、

そ
し
て
世
界
の
医
療
と
健
康
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
Ｉ
Ｍ
Ｍ
バ
イ
オ
バ
ン
ク
利
活
用
推
進
部
門　

部
門
長　

西
谷　

直
之
）

　

４
月
３
日
に
、
本
学
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
第
２
回
岩
手

医
工
・
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県

の
医
療
課
題
解
決
と
医
療
関
連
機
器
産
業
の
発
展
及
び
こ

の
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
と
定
着
を
目
標
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
丹
野
機
構
長
が「
遺
伝
情
報
を
用
い
た
疾

病
リ
ス
ク
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
と
社
会
実
装
」と
題
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
に
、
宮
古
市
に
て
令
和
８
年
度
第
１
回
多
職
種

連
携
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
臨
床
研
究
・
疫
学
研
究
部
門

の
赤
坂
部
門
長
代
理
が「
い
わ
て
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ

ン
ク
の
研
究
成
果
と
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
認
知
症
に

つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
関

係
者
計
61
名
が
参
加
さ
れ
、
今
後
の
地
域
医
療
の
実
践
に

活
か
せ
る
専
門
的
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
、

次
世
代
の
医
療
づ
く
り
　

バ
イ
オ
バ
ン
ク
利
活
用
推
進
部
門

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

計
画
に
お
け
る
詳
細
四
次
調
査

が
始
ま
り
ま
す

▲会場の様子▲会場の様子

西谷部門長

▲機構組織図

▲丹野機構長による講演▲�赤坂部門長代理による講演

第
２
回 

岩
手
医
工
・
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

多
職
種
連
携
研
修
会
（
宮
古
市
）

イ
ベ
ン
ト
報
告

みなさまにお願いすること

◆
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
調
査

・
身
体
測
定
、
体
力
測
定

・
体
組
織
測
定
　
な
ど

◆ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

◆ 

血
液
・
尿
検
査

◆ 

生
理
機
能
検
査


